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1950年茨城県生まれ。水戸一高、慶應大学哲学科卒。世界的な紛争解決
NGOの国際MRAや難民を助ける会などで、これまでに世界45ヶ国を訪問。
各地でボランティア活動。森進一さんの「じゃがいもの会」の難民支援プロジ
ェクトをアフリカで立ち上げ。カンボジア和平、日米欧の労使関係、通商問題、
企業倫理の国際会議を主宰。1996年から初の国際NGO出身政治家として衆
議院議員を2期務める（東京比例区・東京12区）。対人地雷禁止活動を推進。官
僚の天下りや不正入札問題を追及。民主党国際局長としてイラク日本人人質
事件やスマトラ沖津波で、現地に飛び支援活動。2007年参議院議員当選（茨
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地平」（共著、東進堂）、 翻訳書に「日本の進路を決めた10年」（ジャパンタイムズ）、「ソ連の反体制派たち」（サ
イマル出版会）がある。 
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　3. ペンタゴンに突入した機体はどこに？
　4. 飛行機の突入なしで「沈んだ」第7ビル

第5章　
ツインタワー全面崩壊への明確な視点（童子丸開）
　1. 消えた上層階と巨大な「ガレキの噴水」
　2. 150メートルも飛散した巨大な鉄骨群
　3. 上から下まで微粒子に砕かれたコンクリート
　4. 存在しない「ツインタワー崩壊の公式見解」
　5. 広がる「公式の説明」への疑問
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日本の9.11真相究明運動と
9.11調査委員会報告書への25の疑問
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「みんながおかしいと思った、今も続く7年間の対テロ戦争」の原点
が9.11テロだった。福田、麻生首相、各大臣を直撃した藤田幸久参議
院議員による世界初の本格的な「9.11テロ疑惑の国会質疑」。
マスコミ沈黙の中、YouTube実況で数カ国語に翻訳され、世界が絶
賛。EU議会、豪州会議招聘を経て、ついにオバマ政権誕生により始
まった「ブッシュの戦争」の検証に。世界の911トゥルサー（911真相
解明運動家）待望の本書刊行。

「安手の陰謀史観ではなく、粘り強く事実を追い詰めることは、
 現代史を謎に終わらせないために不可欠である」（本書オビより）

「9.11を合理的に
 直視・再考することの大切さ」
 寺島実郎（日本総研会長）推薦！


